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国家と民族の建築

政治的形態、国境、民族、主権、文明的組織の将来に係わる応用的な調和主義。調和の建築の一部。関連記事：統治、調和の建築、Ayni。




構造的な失敗

国家は国境を引いたから失敗しているのではない。その中心を失ったから失敗している。

調和の建築は、文明的生活を11+1構造を通じてマッピングする：中心にダルマがあり、その外側に11本の柱がボトムアップの順序で配置されている — 生態系、健康、親族、管理、金融、統治、防衛、教育、科学技術、コミュニケーション、文化。各柱は独自の論理に従い、独自の問いに答え、ロゴスとの一致によってのみ測定される。統治は調整する；命じない。他の柱への関与が軽いほど、文明は健全である。

現代の国家はこの建築を転覆させた。統治 — 唯一の調整機能 — を肥大化させ、他の10本を吸収するか、道具化するか、軽視した。国家は学校制度を設計し（教育）、土地を規制し（生態系）、公衆衛生を管理し（健康）、政策と資金によって文化を形成し（文化）、人口統計政策と都市計画を通じて親族を構築し（親族）、経済を統制し（管理＋金融）、研究と基盤施設を監督し（科学技術）、組織化された力の手段を独占し（防衛）、情報環境を管理する（コミュニケーション）。この配置では、あらゆる文明的問題が統治の問題になり、あらゆる解決策は国家の行動を必要とする。1つの柱が他の10本を飲み込み、中心であるダルマは完全に空洞化された。

人間の生が何のためにあるか、政治的行政に先立つ超越的な秩序付けの原理を共有しない文明は、中心を持たない文明である。その制度は凝集しない。それらが凝集する対象がないからである。その市民は共通の方向性を共有しない。そのような方向性が表現されず、さらに言えば培われていないからである。残されるのは手続的な管理である — 調整を目的と、合法性を正当性と勘違いした専門家階級による人口の管理。

これが構造的な診断である。国家の危機は基本的には経済的、人口統計的、または政治的ではない。それは存在論的である。その形態は、それが機能することを意図していた現実との接触を失ってしまった。



膜としての国境

応用的な問いは鋭い：ダルマと一致した文明は国境と異なる民族を維持するのか、それとも解消するのか。

調和主義の答えは明確である。ロゴスはその特殊性を通じて自らを表現する。

これは調和実在論の直接的な帰結である。現実は既約的に多次元的であり、その至る所での顕現は究極の統一性の中での真正な多様性によって特徴づけられている — 調和主義が呼ぶところの限定不二論。宇宙は一つだが、その一性は無限の多様な形態の流出を通じて表現される。それぞれが全体の独特な屈折を担う。星は異なる。種は異なる。生態系は異なる。人間は異なる — 個々に、そして集団として — 解決されるべき問題としてではなく、ロゴスが具体化する媒介そのものとして。

民族、文化、民族性、言語、および文明的伝統は、この原理の集団的スケールでの発現である。それぞれが人間的可能性の独特な地図を担っている — 知り、崇拝し、築き、関係し、地に住むという特定の方法であり、他のいかなる民族も全く同じやり方では持たないものである。アンデス伝統とパチャママとの関係、日本的な美意識の侘び寂び、西アフリカの共同音楽性の伝統、北欧の冬と沈黙との関係 — これらは交換可能な文化的産物ではない。それらは文明的な器官であり、それぞれが人類の身体における他の器官では代替できない機能を果たしている。

この光では、国境は恣意的な排除の線ではない。それらは膜である — 異なる文明的表現がその凝集を維持する構造的条件。膜のない細胞はその環境に溶解し、機能を停止する。分化した器官のない有機体はより統一されているのではなく — 死んでいる。膜は交換を防ぐために存在するのではない。交換を規制するために存在し、入るものが既に組織されているもののの完全性に奉仕するようにする。

自らの土地、言語、伝統、地球との関係に根ざした真正に多様な民族の世界。各々が内からダルマと一致し、アイニ — 神聖な相互性 — を通じて他者と関係する。同化や支配ではなく。これが調和主義の視野である。それは限定不二論の政治的表現である：究極の統一は相違の消去ではなく、真正な多様性を通じて実現される。



大量移民と特殊性の解消

現代の西部で実践されている大量移民は多様性ではない。それは人間を交換可能な労働単位として、文化を市場効率への障害として扱う経済論理に奉仕する特殊性の解消である。

枠組みは正確でなければならない。調和主義は移民に反対しない — 民族の移動は種が最初に歩いて以来、人間の生活の特徴である。文明から文明へ移動し両者を豊かにする商人、学者、巡礼者、難民、職人が歴史を通じて常にいた。調和主義が反対するのは、文化的凝集、共同体的合意、またはダルマ的目的の原理から切り離された工業規模、国家が促進する人口の大規模な移住である。

激しく異なる文化的マトリックスから何百万人もの人々を受け入れる文明が、統合への期待がない場合 — 受け入れ文明が何であるか、何を価値とするか、それに加わる者に何を要求するかについての共有された理解がない場合 — その結果は、より豊かな文明ではない。それは断片化した文明である。既存の社会構造 — 共有される意味、暗黙の信頼、共通の参考資料、そして集団的生活を可能にする蓄積された市民的習慣 — は薄くなり、最終的には破断する。それを置き換えるのは、いかなる意味でも有意義な多文化主義ではなく、同じ地理を占めるが同じ世界を占めていない平行社会である。

経済的論証 — 成長は労働を必要とし、労働は移民を必要とするというもの — は病理を明らかにする。それはコミュニティ、文化、教育、および生態系を管理に従属させ、管理自体をスループットではなく調和を測定するGDP成長に従属させる。経済を人々に奉仕するように構造化するのではなく、人々を経済に奉仕するために輸入する文明は、建築を転覆させた。管理は11本の柱の中で1本であり、人口統計政策を決定する主要柱ではない。

人道的な論証はより慎重な扱いに値する。本当の難民 — 戦争、迫害、または大惨事から逃げている人々 — は、助けることができる者の共感に対するダルマ的な請求を持っている。アイニは相互性を要求し、安定に恵まれた民族は、その安定が破壊された者に何かを負っている。しかし、この義務は特定のもの、限定されたもの、相互的なものである。それは受け入れ文明の人口構成の永続的な変化を、その民族の明示的な同意なしに許可しない。それを実行する共同体の凝集を破壊する共感は共感ではない — それは美徳に偽装した自己解散である。

より深い問い — 経済的および人道的な論証の両方が不明瞭にしているもの — は：なぜ何百万人もの人々が最初の場所で移住しているのかということである。ほとんどの場合、答えはあらゆる領域で調和主義が診断する同じ文明的失敗に遡る：ダルマのない統治、管理のない経済、アイニのない外交政策。資源抽出のために闘われた戦争。抽出ではなく開発のために構造化された経済。強制ではなく正当性を通じて維持された政治秩序。民族の大量移住は移民政策を通じて管理すべき自然現象ではない。それはロゴスとの一致を失った文明的構造の下流の帰結である。そして解決策は、移住した者を再配置することではなく、移住を生み出す条件に対処することである。



民族の建築

ダルマと一致した政治秩序は、文明的スケールではどのようなものになるだろうか？調和の建築が青写真を提供する。文明間関係へのその適用は、その内部構造を支配する同じ原理から継起する。

規模にわたる補完性。 家族は家族に属するもの統治する。コミュニティはコミュニティの調整を必要とするもの統治する。バイオリージョンはコミュニティの範囲を超えるもの統治する。文明的伝統 — 共有された言語、土地、歴史、およびダルマ的な相続を持つ民族 — は文明規模の調整を必要とするもの統治する。ローカルで解決できるもので上昇させられるものは何もない。グローバル統治は、このフレームワークでは矛盾した用語である：人間的文明的表現の完全な多様性に対する単一の調整層の押し付け。補完性の最高可能なレベルでの違反。

主権をデフォルトとして。 各民族は、独自のダルマ的な相続に従い、独自の文明的成熟度の段階で自分自身を統治する。統治の記事は、調和主義が単一の政治形態を規定していないことを確立している — それは、形態がコミュニティをダルマとの一致にどれだけ近づけるかによってあらゆる形態を評価する。北欧の社会民主主義に機能するものは、西アフリカの村の連邦に機能しないし、儒教の文明国家に機能しない。政治形態の多様性は、「ベストプラクティス」を通じて同質化されるべき問題ではなく、建築の特徴である：同じ基本原理の異なる表現、異なる民族と異なる進化段階に適合している。

文明間のアイニ。 主権ある民族間の関係は、神聖な相互性によって支配される — 統治の記事の文明的交流の分析に記述されている段階的強制（貿易戦争、技術的競争、資本的戦争、軍事紛争）ではなく。アイニは権力についての単純さを意味しない。それはダルマ中心の文明が権力を目的に従属させることを意味する。貿易は相互的な繁栄に奉仕し、抽出ではない。文化交流は一方を解散させることなく両者を豊かにする。軍事能力は投影ではなく防衛のために存在する。あらゆる文明間関係のテストは簡単である：この交換は両当事者と大きなシステムをより凝集させるか、それともより少なく凝集させるか？

文化的凝集を前提条件として、ぜいたくとして。 それが何であるかを知らない民族は、自分自身を統治することができず、若者を教育することができず、市民的制度を維持することができず、外部からの奪取に抵抗することができない。文化的凝集 — 起源、目的、価値、および方向性についての共有された理解 — は、経済的および政治的インフラの上の任意の美的層ではない。それはあらゆる他の柱が機能するための前提条件である。調和の建築が11本の制度的柱の1つとして文化を配置するのはこの理由のためである：その文化を失った文明は、あらゆる他の文明機能が伝達され、解釈され、維持される媒介を失ってしまった。

これは文化的な停止を意味しない。生きた文化は進化する — 豊かにすることを吸収し、挑戦するものを変え、もはやサービスを提供しないものを破棄する。しかし進化は、進化する生きた有機体を前提とする。大量の人口統計の置き換えを通じて行政的に解散させられた文化は進化していない。それは死んでいる。膜は破裂し、流入するのは栄養ではなく、解散である。



長いベクトル

統治の記事は、政治的発展の長期的なベクトルを説明している：より大きな分散化、より大きな個人の主権、より大きな権力の分配へ — より少ない統治を維持するために必要とする自己進化、自己改善システムへ。これは、より深い存在論的原理の政治的表現である：ロゴスは現実自体の自己組織化能力を通じて動作する。

国家は過渡的な形態である。それは特定の問題を解くために生じた：地理全体にわたる大規模な人口の調整、領土の防衛、規模での法律の管理 — を解くために。そして、それは部分的に成功した。しかし、それはまた集中した権力の病理も生み出した：官僚的奪取、人口統計的エンジニアリング、文化的同質化、および文明的生活のあらゆる次元から政治的行政への従属。

国家の後に来るものはグローバル統治ではない — これは、より大きなスケールでエラーを繰り返す — が、主権のあるコミュニティ、バイオリージョン、および文明的伝統のネットワークである。各々は独自の建築の表現に従い、内的に組織され、アイニを通じて他者と関連する。その方向は革命ではなく構造である：集団的生活を組織するための異なる方法を実演するコミュニティを構築し、11本の制度的柱がすべて機能し、ダルマが中心を保つコミュニティ。

これはハルモニアが行う仕事である：イデオロギー的説得ではなく、建築的デモンストレーション。ダルマ的な政治秩序は、議論によって存在に自分自身を説得しない。それは構築される — 1つのコミュニティ、1つのバイオリージョン、一度に1つの制度 — そして、その正当性は、それが機能するという観察可能な事実から来る。その中の人々が健康であり、より自由であり、より創造的であり、より根ざしており、より正義的であるという事実。建築は改宗者を必要としない。それはビルダーが必要である。



参照：統治、調和の建築、民族主義と調和主義、アイニ、ダルマ、ロゴス、調和実在論、調和主義、応用調和主義
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